
いわて女性の活躍促進連携会議 

けんせつ小町部会 令和５年度 第１回会議 

                                   日時 令和５年７月 12日（水）10：30～12：00 

会場 建設研修センター第２研修室 
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いわて女性の活躍促進連携会議けんせつ小町部会

≪令和４年度の取組実績≫
１ 会議
・第１回会議(５月24日)：取組計画の決定、提言書の策定

・第２回会議(令和５年２月10日)：取組結果の検証、次年度取組検討

２ けんせつ小町部会提言書交付式(７月７日)

けんせつ小町部会会長から岩手県建設産業団体連合会会長及び県土整

備部長に対し提言書(誰もが働きやすい建設業界を目指して)を手交。

３ 現場見学会(７月11日)：杜の大橋上部工工事・盛岡バスセンター建設工事

工事現場を見学し、現場で従事する女性技術者との意見交換を実施。

４ 女性活躍推進講座(７月26日)

これまでの受講対象者に女性職員等を加え、『建設業で働きやすい職場

環境づくりに向けて』(若手・女性の活躍と働き方改革)をテーマに研修会

を開催。

５ いわて建設業みらいフォーラムへの参加（11月１日）

展示ブースを設置し、部会の取組や女性技術者の活躍状況を紹介すると

ともに、フォーラムに参加している生徒からの建設業に関する様々な相談

等に先輩技術者が対応。

６ 工業高校の生徒を対象とした交流会（２月１日）

建設業のイメージアップを図り担い手確保につなげることを目的に、

工業高校生との意見交換会を開催し、併せてＤⅩ体験学習会を実施。

≪令和５年度の取組≫

１ 会議

・第１回会議(７月12日)：取組計画の決定

・第２回会議(令和６年２月)：取組結果の検証、次年度取組検討

２ 職場環境整備等の取組状況調査（７～８月）【新規】

「けんせつ小町部会提言書」に掲げる取組について、目標値を定めて、

進捗を確認するため、建設企業の職場環境整備等の取組状況を調査。

３ 女性技術者等との意見交換会（９～10月）【新規】

「職場環境改善や女性活躍支援の取組、働き方改革」をテーマに、県外

建設会社の女性技術者等と意見交換を実施。

４ 女性活躍推進講座（８月７日予定）【継続】

「労働時間の上限規制などの働き方改革に向けた解決策と担い手確保に

もたらす効果」をテーマに研修会を開催。

５ いわて建設業みらいフォーラムへの参加（11月21日）【継続】

工業高校、普通高校の生徒に加え、その保護者を参加対象とし、若者・

女性の入職促進に向けた取組を強化。

６ 工業高校の生徒を対象とした交流会（令和６年２月）【継続】

［いわて建設業みらいフォーラム：令和４年11月１日］

［参加者の意見・感想］
・「建設業＝男性」のイメージがあり女性には難しいと思ったが、建設業で働く女性の意見
を聞き、 建設業もいいなと思えた。
・設備が整っていて休みもあり、仕事がしやすい環境だと分かった。

「いわて子育てに優しい企
業等」の認証や「いわて女
性活躍認定企業等」の認
定を受けている企業数が

令和４年度まで年々増加し、
登録企業数は、それぞれ
175社、206社となっており、

建設企業の意識の醸成が
進展（右図）。

建設企業における子育
て・女性活躍に対する
意識の変化

（図）「子育やさしい企業等」の認証及び「女性活躍認定企業等」の認定を
受けたてに認定企業数（令和５年３月31日時点）
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１ けんせつ小町部会の活動について 

   けんせつ小町部会では、岩手県建設産業団体連合会と連携し、現場で働く女性社員の声を直

接聞き取り県の施策へ反映させるとともに、活動を通じて各企業等の女性活躍推進の取組につ

なげることを目指し取り組んできました。 

令和４年度には、これまでの活動を通じて明らかになった課題を抽出し、その解決に向けて

建設業界に関係する全ての方々に共有していきたいことを「けんせつ小町部会提言書」にとり

まとめたところです。 

今後は、これまでの取組に加え、提言書に掲げる、性別や職歴に関係なく「誰もが働きやす

い建設業界」の実現に向けて、提言書に記載した取組内容を、部会・県・建設業界の方々と共

に実施していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和５年度の取組(案) 

   これまでの取組内容を基本としながら、提言書で定めた取組を実施していきます。 

(１) 会議 

・令和５年度の取組計画・内容の検証 

・提言書に掲げる取組に対する目標設定【新規】 

(２) 女性技術者等との意見交換会 

  ・岩手県内に営業所を有する県外建設企業で働く女性技術者との意見交換会の実施【新規】 

（３）研修会・事例発表会 

  ・建設業で働く女性のスキルアップを目的とした研修会と併せて、県内の建設企業等にお

ける働き方改革の取組について事例発表会を開催（本研修会は、いわて女性活躍認定企

業等の認定要件となる「女性活躍関連セミナー」及び「女性のキャリア形成につながる

研修」に該当）【継続・一部新規】 

（４）魅力発信の取組 

・工業高校生等との交流会の実地【継続】 

・いわて建設業みらいフォーラムでのブース運営に加え、相談対応の実施パネルディスカ

ッション「建設業界で女性が働きやすい職場環境整備の取組」への対応【継続・一部新

規】 

○ 令和５年度の取組について 

１ 

『けんせつ小町部会提言書～誰もが働きやすい建設業界を目指して～』 

  提言１  建設業界への女性定着に向けた理解の促進   

（取組）・女性定着に関する企業の理解の促進    ・経営者の意識改革 

提言２  働きやすい環境の整備   

（取組）・職場の環境整備の促進    ・風通しの良い企業文化の醸成 

提言３ 建設業のイメージアップと情報発信  

（取組）・建設業の魅力とやりがいの発信 
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〈活動予定〉 

期 日 行事名 

７月 12日 けんせつ小町部会令和５年度第１回会議 

 

７月 11日～ 

８月 10日 

働きやすい職場環境整備等の取組状況調査の実施 

 

８月７日 女性活躍推進講座 

・研修テーマ 

『建設業における新しい職域「建設ディレクター」活躍を実現する 

～労働時間の上限規制などの働き方改革への解決策と担い手確保にもたらす効果～』 

・建設企業における働き方改革の取組の事例発表 

９月～10月 女性技術者等との意見交換会 

11月 21日 「いわて建設業みらいフォーラム」 

・けんせつ小町部会委員による高校生への相談対応 

・パネルディスカッション「建設業界で女性が働きやすい職場環境整備の 

取組」（仮）の対応 

令和６年２月 けんせつ小町部会令和５年度第２回会議 

・提言書の取組内容に対する目標設定 

・令和５年度の取組実績について 

・令和６年度の取組について 

工業高校生との意見交換会 

 

〇『けんせつ小町部会提言書』に掲げる取組に対する目標設定について 

 ・提言書では、部会・県・建設業界が取り組む内容を掲出しており、その取組に対し 

  て目標（値）を定めて、提言内容の実現に向けた取組の進捗を確認するもの。 

・目標（値）設定の参考とするため、これまでけんせつ小町部会で実施した現場見学会、研修会

及び意見交換会等で得られた取組事例を参考にして、これらの活動に参加した建設企業等にお

いて、働きやすい職場環境改整備の取組を進めているか把握するため、アンケート調査を実施

する。 

 ・取組目標（値）の設定は、令和６年２月に開催予定の第２回会議において決定する。 

 

 

 

 

 

２ 

























『女性が働きやすい職場環境整備等の取組状況調査』について 

 

１ 調査の目的 

 いわて女性の活躍促進連携会議「けんせつ小町部会」では、平成 29 年度から、建設業界で女性

が働きやすい職場環境づくりを目指して、女性が活躍する建設現場を見学し、女性技術者等との意

見交換を行ったのち、各職場においてそれらの取組を実践することで、『誰もが働きやすい職場環

境づくり』に取り組んできた。 

 これまでの部会の取組事例を参考に、各職場において働きやすい職場環境整備等に向けた取組を

進めているか把握するため、アンケート調査を実施するもの。 

 また、提言書に掲げる「経営者の意識改革」に向けた取組として、『経営者に対する要望書』を作

成することとしており、経営者に対して日頃感じていること、希望することなど、経営者に対する

意見や要望について記載をお願いするもの。 

 併せて、建設業界で働く女性のスキルアップを図るため、毎年開催している女性活躍推進講座に

ついて、建設企業等のニーズに対応した研修を実施するため、希望する研修テーマを確認するもの。 

 

２ 調査の内容 

（1）働きやすい職場環境整備の取組状況について 

（2）経営者に対する意見・要望について 

（3）女性活躍推進講座の研修内容について 

（4）行政に対する意見・要望について 

 

３ 回答に当たっての留意事項 

 ・本調査は、女性社員の方（経営者・管理職以外の方）に記入していただく。 

 ・回答人数に制限はなく、正社員・非正規社員を問わない。 

 ・回答は無記名（会社名及び記入者の氏名の記載は不要）とする。 

 

４ アンケートの回答方法（※県 HPを参照） 

  「岩手県ホームページ→トップページ→県土づくり→建設業→けんせつ小町→働きやすい職場

環境整備に関する取組状況調査の実施について→４アンケートの回答方法」に掲出する URLから、

「アンケート入力フォーム」のページに移動し、アンケートに回答する。 

 

５ 調査の実施期間 

  ７月 11日～８月 10日 

 

６ アンケート結果について 

  アンケート結果は、取組目標を設定する際の参考とするとともに、暫定版として「女性技術者

との意見交換会」においてお示しする。 
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女性技術者等との意見交換会について 

 

 女性技術者等とけんせつ小町部会会員との意見交換を通して、建設業界で働く女性の

活躍支援のための取組の参考とすることを目的とする。 

 

１ 現場見学会・意見交換の取組 

・令和４年度までは、県内で女性技術者が活躍する工事現場（土木・建築工事）を見

学することで、現場の環境整備の取組（快適トイレ、更衣室等の設置）、安全対策

や各社独自の対応（女性技術者等の育成に対する取組など）を確認・意見交換を行

うことで、職員のスキルアップを図るとともに、参加者が新たな気付きを得て各職

場で実践することを目的に実施してきたもの。 

 

・今年度は、岩手県内に営業所を有する県外建設企業で働く女性技術者及び女性職員

を招き、県外建設企業の職場環境整備・安全対策及び女性活躍支援の取組について

共有するとともに、働き方改革の取組（労働時間削減に向けた対応など）について

意見交換を行うことで、今後の取組の参考とするもの。 

 

２ 意見交換の議題の候補 

 ・自社の技術者等の育成の取組（資格取得・研修制度など） 

 ・自社の働き方改革の取組内容 

 ・今後のキャリア形成について 

 ・経営者に対する意見・要望 

 ・「女性が働きやすい職場環境整備等の取組状況調査」結果（暫定版）について 

 

３ 開催時期 

 ９月～11月 
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令和５年度 いわて建設業みらいフォーラムでの取組について 

 

１ フォーラムの開催目的 

  社会基盤の復興や整備、日常の維持修繕を通じて、県民の安全で安心な暮らしに果

たす建設業の役割や、その魅力を積極的に発信することで、建設業のイメージアップ

を図り、次世代を担う若者をはじめとして、県民の建設業への理解を高めることを目

的とする。 

 

２ けんせつ小町部会の取組 

・展示ブースを設置し、部会の取組や女性職員の活躍状況を紹介するとともに、フォーラ

ムに参加している生徒からの建設業に関する様々な疑問に相談対応を実施。 

・フォーラムの第２部で実施する「パネルディスカッション」で、「建設業界における働

きやすい環境整備の取組（仮）」について意見交換を行う予定としており、けんせつ小

町部会からもパネラーとして参加し、建設現場及び職場環境整備の状況について説明。 

 

３ 開催日等 

  11月 21日（火）トーサイクラシックホール（岩手県民会館）大ホール 

 

４ その他 

  参加者として、工業高校、普通高校の生徒に加え、その保護者を参加対象とする予定で 

あり、若者・女性の入職促進に向けた取組を強化する。 
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募集期間

1

令和５年度 建設DX推進事業補助金

中期プラン ICT活用工事 働き方改革 人材育成 活用事例 DX推進補助

○ 県内建設業において、働き方改革とともに現場の効率化や安全性について一層の向上を図るとともに、
デジタル技術の導入により建設DXを推進するため、建設DX人材育成支援事業、生産性向上事業又は
建設バックオフィスDX推進事業を行う場合に要する経費の一部を補助
○ 令和４年度 生産性向上事業（ICT機器導入経費の補助）の補助メニューを拡充し、令和5年度から
「建設DX推進事業補助金」として新たに実施

建設DX人材育成支援事業

補助メニュー 補助対象経費 補助事業者 補助額（上限額）

（1）ICT建機の操作研修会の開催 謝金、旅費、会議費 法人 100万円

（2）ICT技術取得に係る講習会の受講 受講料 建設業者等、
建設コンサルタント

5万円（当該経費の2分の1以内の額）

→デジタル技術を活用できる人材を育成する企業等に対し、ICT建機の操作研修会の開催や、ICT技術取得に係る
講習会を受講する場合要する経費の一部を補助

（1）R5.6.12（月）～6.30（金）【募集終了】 （2）R5.6.12（月）～予算上限に達し次第終了【要確認】

各補助事業の概要は下記及び次スライドのとおり（詳細及び問合せ先は上記HPをご参照ください）

【岩手県HP】 トップページ ＞ 県土づくり ＞ 建設業 ＞ 新技術・経営革新 ＞ 令和5年度「建設業経営力強化支援事業
費補助金」及び「建設DX推進事業費補助金」の概要について

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/shingijutsu/1064742.html

 各補助事業の「募集要項」のほか、手続きの流れや各種条件、Q＆Aなど最新情報を県HPに掲載して
おりますので、各所属の建設DX推進・ICT導入に際しては活用をご検討ください



募集期間

募集期間

2

令和５年度 建設DX推進事業補助金

中期プラン ICT活用工事 働き方改革 人材育成 活用事例 DX推進補助

生産性向上事業（ICT機器導入経費の補助）

補助メニュー 補助対象経費 補助事業者 補助額（上限額）

（1）既存の建設機械へICTを
搭載（後付け）（2D・3D）

MCシステム、MGシステム 等 建設業者等 200万円（当該経費の2
分の1以内の額）

（2）3D測量機器 3Dレーザースキャナー、自動追尾型トータルス
テーション、UAV（ドローン）、GNSS受信機 等

建設業者等 150万円（当該経費の2
分の1以内の額）

（3）ICT関連ソフトウェア
（2D・3D）

設計ソフトウェア 等 建設業者等、
建設コンサルタント

150万円（当該経費の2
分の1以内の額）

（4）その他生産性の向上に資
する機器等

遠隔臨場システム導入に要する機器、パワーア
シストスーツ

建設業者等、
建設コンサルタント

30万円（当該経費の2分
の1以内の額）

→現場の生産性向上に向けてICT機器を導入する企業に対し、ICT活用工事の実施につながり、建設現場における
生産性向上に資する機器導入に要する経費の一部を補助

R5.6.12（月）～7.28（金）【募集中（7.12現在）】

建設バックオフィスDX推進事業

→建設業の働き方改革及び生産性の向上を図るため、デジタル技術の導入によりバックオフィス業務のDX推進に要
する経費の一部を補助

R5.6.12（月）～7.28（金）【募集中（7.12現在）】

補助対象経費 補助対象の条件（①②③の全てを満たす） 補助事業者 補助額（上限額）

システム導入の初
期費用、システム
開発費

① デジタル技術の活用を手段として労働時間削減（業務効率化）を図るもの
② 特定業務占用のソフトウェアの導入にとどまるものでないこと
③ バックオフィス業務に関連する活用方法であること

建設業者等 50万円（当該経
費の2分の1以
内の額）
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